
平
成
21
年
度
の
全
９
会
計
で
72
億
３
３
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
み
た
の
が
、

左
の
グ
ラ
フ
１
で
歳
入
は
上
の
円
グ
ラ
フ
で

す
。
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
26
億

５
１
０
０
万
円
で
（
前
年
対
比
０
・
８
％
増
）

歳
入
の
57
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

国
道
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
、
町
債
な
ど
を
加

え
た
の
が
依
存
財
源
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
歳
入
全
体
の
79
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、
５
億
１

２
１
０
万
円
で
前
年
度
比
７
・
８
％
の
減
額
と

な
り
、
20
年
度
予
算
額
よ
り
４
３
６
２
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
繰
入
金
は
極
力
抑
え
、
前
年
度

よ
り
32
・
５
％
減
の
１
億
７
５
６
６
万
円
と
し

ま
し
た
。
こ
の
取
り
崩
し
で
20
年
度
末
の
一
般

会
計
分
の
基
金
残
高
は
、
積
立
分
も
含
め
27
億

４
０
４
７
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

そ
の
下
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を
科
目
ご
と
に

表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の
20
・
７
％
を
占
め
る

公
債
費
は
、
各
種
事
業
を
実
施
し
た
と
き
に
借

り
た
お
金
の
償
還
額
で
約
９
億
５
８
０
０
万
円

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら

比
較
す
る
と
約
６
０
０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入
の
約
６
割
を

占
め
る
地
方
交
付
税

総
務
費
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
て
の
中
継
局
建
設
工
事
に
５
５
５

４
万
円
、
電
算
化
推
進
経
費
と
し
て
１

６
９
４
万
円
、
民
生
費
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
市
町
村
負
担
金
と
し
て
９
１
５

３
万
円
、
衛
生
費
は
、
妊
婦
一
般
検
診

を
14
回
に
増
や
し
２
３
２
万
円
を
計
上
。

農
林
業
費
で
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
導
入
支
援
と
し
て
２
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
商
工
費
は
、
消
費

活
性
化
事
業
と
し
て
商
工
会
が
行
う
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
助
成
に

２
０
０
万
円
、
土
木
費
で
は
、
小
型
除

雪
車
と
道
路
維
持
用
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
の

更
新
に
１
８
５
２
万
円
、
町
営
住
宅
建

設
用
地
の
既
存
建
物
の
解
体
工
事
で
１

７
０
１
万
円
を
計
上
。
教
育
費
で
は
少

人
数
学
級
の
実
施
に
伴
う
臨
時
教
員
に

係
る
経
費
に
１
０
５
４
万
円
、
船
橋
市

と
南
ア
ル
プ
ス
市
と
の
青
少
年
交
流
事

業
（
受
入
年
）
に
２
２
８
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
そ
の
他
主
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
上
の
表
２
は
、
今
年
の
一
般

会
計
の
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で

割
り
返
し
た
金
額
で
す
。
５
９
９
０
人

の
町
民
一
人
当
た
り
金
額
は
、
77
万
４

７
９
１
円
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
に
振
り
分
け
ら
れ
た
予
算
は
、
ま

ち
づ
く
り
や
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
た
め
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」「
企
業
会
計
」
に
分
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た

る
施
策
を
行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が

「
一
般
会
計
」
で
す
。

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
右
表
１
の
と
お
り
46
億
４
１
０
０

万
円
で
対
前
年
度
比
５
・
１
％
の
増
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
21
年
度
地
方
財

政
対
策
に
基
づ
き
前
年
同
様
歳
入
歳
出

の
精
査
と
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
も
の

の
必
要
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

国
保
事
業
は
老
人
保
健
拠
出
金
な
ど

に
よ
る
減
、
老
人
保
健
事
業
は
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
移
行
に
伴
い
大
幅
な
減

少
と
な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
は

広
域
連
合
納
付
金
の
減
、
介
護
保
険
事

業
は
保
険
給
付
費
な
ど
の
減
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
職
員
の
退
職
に
よ
る
給

与
費
な
ど
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下

水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
債
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
上

水
道
事
業
は
資
本
的
支
出
が
減
と
な
り
、

�

�

平成21年度会計別予算額の内訳

地方交付税

26億5,100万円（57.1％）

依存財源

自主財源
20.6％

79.4％

国道支出金

4億6,391万円（10.0％）

町債

3億9,510万円

その他

1億7,452万円

(8.5%)

町税

5億1,210万円

(11.0%)

繰入金

1億7,566万円 (3.8%)

使用料・財産収入等2億2,536万円（4.9％）

諸収入 4,335万円（0.9％）

総務費

7億3,890万円

（15.9％）

民生費
7億5.344万円

（16.2％）

衛生費

5億1,603万円

（11.1％）農林業費

5億2,886万円
（11.4％）（7.0％）

商工費
4,776万円（1.0％）

土木費
3億2,304万円

消防費
2億1,238万円（4.6％）

教育費
4億9,264万円
（10.6％）

公債費

9億5,863万円

（20.7％）

議会費 6,109万円（1.3％）

予備費 500万円（0.1％）

労働費
114万円（0.0％）

災害復旧費
209万円

（0.1％）

総　額

46億4,100万円

総務費

土木費商工費

農林業費

教育費

議会費

その他

10,199円 123,356円

7,973円 53,930円

349円

190円 88,290円

35,456円 82,244円

835円

町民１人当た
りの予算額
（一般会計）

774,791円

※平成21年２月末現在の住民基本台帳人口5,990人で計算しています。

一般会計予算額の科目別内訳

■グラフ１

【歳入】

【歳出】

■表１

■表２

町民１人当たり予算額

一般
会計

(3.8%)

消防費

災害復旧費

125,783円 86,149円

民生費 衛生費 労働費

公債費

160,038円

前
年
度
対
比
で

５
・
１
％
の
増

【

】
特別
会計

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
会
計
が
創
設

【

】

依存
財源【

【
町民
予算

】

】

町
民
一
人
当
た
り

予
算
額
77
万
５
千
円

特 集

平成２１年度の町の予算が、町議会の審議を経て決定しました。

予算の総額は、７２億３３１０万円で前年度比１.７％の増となりました。行政サービスの中心

となる一般会計は、４６億４１００万円で前年度比５.１％の増となっています。主なものは、

津別町バイオマスタウン計画に基づくペレット製造施設の建設やデジタルテレビ中継局の

整備、住生活基本計画に基づく町営住宅建設の指針づくりと建設着工に向けた既存建物の

解体工事などを行っていきます。

町は、地方税収入の減少傾向が続き、厳しい財政状況の中で、対話を進めながら人口減少社会に

対応する「歩いて暮らせるまちづくり」を推進していきます。今月は、このまちづくりを進めてい

く町の予算内容について紹介します。


